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令和２年度全国大会の実施報告

令和２年 (2020 年 )

　令和２年度の全国大会は、以下の日程で、令和２年（2020）年 11 月 1 日（日）にリモート（ZOOM）
により開催致しました。この度は、事後報告となりましたことを、お詫び申し上げます。

◆プログラム
08:45~09:00
09:00~09:45
09:45~10:00
10:00~10:45 
10:50~11:00

11:00~12:30
12:30~ 

受　付
理事会
総会受付
総　会
開会あいさつ、研究会のオンライン
開催の留意点の説明
研究発表会
閉会挨拶
会長（平成 30・令和元年度期）
佐々木邦博

総会の様子

◆研究発表会　概要
発表 25 分、質疑応答 5 分、合計 30 分 ( 交替時間を
含む )

11:00 ～ 11:30
１.「平岩米吉邸「白日荘」の庭園について 
　　- 昭和時代初期上原敬二設計による「動物
　　文学」の舞台としての実用の庭の観点から」

鈴木 誠 ( 東京農業大学名誉教授 )

　動物文学会の創設者（1934）として知られる平岩
米吉（ひらいわ よねきち、1898-1986）が、自ら構
想した自由が丘の自邸「白日荘」（1929）の庭園設
計は上原敬二であった。この白日荘の庭園について、
竣工当初の姿の復元的考察とその後の庭園変容の特
徴についてまとめた。なお、本報告は（公財）日本
自然保護協会「目黒区自由が丘３丁目計画／既存家
屋・家具・庭園・自然環境等調査業務報告書」（2020.3）
の中の庭園調査結果に基づいたものである。
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11:30 ～ 12:00 
２．「クリエイティブな勤労意識と日本 
       庭園への関心」

森 泰規
(( 株 ) 博報堂 ブランド・イノベーションデザイン局 

ビジネスプラニングディレクター )

　広告会社でブランディング・組織開発に携わる筆
者は、組織・企業のクリエイティブな勤労意識（「自
分ならではの発想」を鍛える意識・「美しい自然や
芸術の価値を理解しているか」等）と社会関係資本

（Social Capital）とを対比させて企業の真価を把握す
る。筆者が 2020 年 3 月に実施した日本全国の勤労
者 3000 名に対する意識調査結果より、これら意識・
資本と日本庭園への関心とを対比させたところ統計
的に有意な相関を示したので報告する。

　承久の乱で配流になった後鳥羽上皇の離宮・水無
瀬殿は、天王山の南、現在の大阪府島本町にあった。
本御所や新御所、馬場殿などの位置比定は、豊田裕
章の研究によって詳細に検討されている。大阪と京
都の境にある島本町も近年開発が進んで、これら比
定された場所も消滅の危機に瀕している。本発表で
は、その水無瀬殿現状について報告する。

12:00 ～ 12:30
３．「水無瀬殿の現状について」

　　  大澤 伸啓
( 立正大学非常勤講師 )

■
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　令和 2 年度日本庭園学会全国大会は、2020 年
11 月 1 日（日）に ZOOM にて開催されました。
1 月から新型コロナウィルスの流行が世界中に広
がり、予定していた 6 月の福井大会は開催できな
くなりました。しかし、秋の関西大会に総会を加
え、令和 2 年度の全国大会として新しいオンライ
ンの形で開催できたのは大変嬉しく思います。大
会は現地検討会を割愛し、研究発表会を小規模で
開催しました。

　1 件目の発表は、東京の自由が丘に位置する昭
和初期の別荘「白日荘」の庭園の調査結果から、
造営当初の作庭意図や庭園景観の変遷の整理を行
いました。「白日荘」は動物文学者の平岩米吉の自
邸であり、上原敬二の設計により洋風庭園が作ら
れました。完成当時は生活上実用的な庭園であっ
たが、その後平岩米吉が飼育した動物たちの住ま
いの庭へと、別の意味での実用的な庭園へ変貌し
ました。動物優位の近代の別荘庭園は、おそらく
他に類例がないため、貴重な事例として熱い議論
が交わされました。

　2 件 目 の 発 表 は、 日 本 の 20 ～ 69 歳 の 勤 労 者
3000 人 を 対 象 に、「 し お さ い ラ ン キ ン グ 」 に 掲
げられる 21 庭園についての認識度を統計分析し
た結果、日本庭園への関心は、クリエイティブな
勤労意識との相関性、そして社会関係資本の充実
につながる傾向がみられました。さらに、日本庭
園の関心層は高齢層だけでなく、幅広い年齢層に
よって構成されている、という興味深い結論が得
られました。

　3 件目の発表は、天王山南麓に位置する後鳥羽
上皇の離宮・水無瀬殿の立地と諸施設の現状、尾
山遺跡の鎌倉時代の池跡について報告を行い、JR
島本駅周辺の開発によって遺跡が消滅する危機に
瀕していることから、水無瀬神宮を中核として

水無瀬殿に関連する遺構群を保存する必要性と緊
急性が提示されました。発表後の討論では、鎌倉
時代の庭園の実態に関する研究成果が少ない中の
水無瀬殿の重要性、さらなる学術調査の必要性、
地形を含めた地域全体の保全計画の必要性が話題
として取り上げられました。さらに、平泉と水無
瀬殿の地形の類似性についての最新情報が交換さ
れました。

　オンライン大会は、現地検討会で庭園を体で感
じ取り、懇親会で交流を盛り上げることができな
いが、旅費や服装を気にせず自由に参加できるこ
とや、複数の学会の日程が被っても同時に参加で
きることなどのメリットがあり、残念なことばか
りではありません。世界の流れからみると、学会
開催は現地とオンラインを併用する時代に入って
いると思います。

　庭園の保全と発展、庭園の価値と魅力を若い世
代に伝えることが変わらない課題であるが、人と
人の交流が不自由になっているウィズ・コロナの
状況下、日本庭園は「歴史＋文化＋芸術＋自然」
の総合体として、社会に大きく貢献できると信じ
ています。一年延期した福井大会の無事開催、そ
して皆さんにお会いできることを願うばかりです。

■

張平星（東京農業大学地域環境科学部造園科学科　助教）

◆令和２年度日本庭園学会全国大会のレポート
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◆令和２・３年度期　学会長　挨拶
大澤 伸啓（日本庭園学会会長）

　さる 11 月１日にオンラインで開催されました
令和２年度総会におきまして、会長となりました。
会員の皆様におかれましては、新型コロナウィル
スの流行によって不自由な生活を強いられており
ますこと、心からお見舞い申し上げます。

　本会は、その設立趣意にありますように、日本
庭園を造園専門分野からのみアプローチするので
はなく、多方面から総合的に研究・討議するとと
もに日本庭園を軸として日本文化について考究す
る会であります。私も歴史学の中の考古学を専門
とする者ですが、この設立趣意が本会において実
践されていることを感じながら、今日まで学会活
動を続けてまいりました。さまざまな学術分野の
研究者や庭園の整備、維持管理を実践する会員の
皆様からいただくご意見やアドバイスが、自分自
身の活動への大きな糧となっております。

　これからもこの強みを活かしていくと共に、調
査研究の成果を広く社会に還元することを目指し

たいと思います。また、継続しております海外の
研究機関との交流も積極的に推進していくと共
に、日本庭園のすばらしさを国内外に広く発信し
ていきたいと考えております。
　会員の皆様におかれましては、健康にご留意され
ますようご祈念いたしますと共に、学会活動にも積
極的に参加していただき、盛り上げていただければ
幸いです。今後とも本学会の活動に対しご支援・ご
協力を賜りますようお願い申し上げあいさつとさせ
ていただきます。

令和２年 11 月 1 日
■
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 専門解説士の引率で、昌徳宮、昌徳宮の非公開区域であ
る新璿源殿、大報壇、薬善斎の後苑を探訪した。

2018 春季学術大会

2019 春季学術大会　昌徳宮

　また、夏季と冬季休暇期間には、中国と日本をはじめ
とするアジアの庭園遺跡を対象とする海外学術踏査を持
続的に行い、東アジアの庭園の理解とともに韓国庭園固
有の特性を自覚するきっかけとしている。現在、盧載鉉
会長は海外踏査以外に季節別踏査も実施し、本学会学術
誌を通じて紹介された庭園と庭園文化の拡散にも力を注
いでいる。特に 2018 年の推計ではよく知られていない
忠清南道內浦地域の庭園紀行を施行し、2018 年 9 月に
は韓国造景学会と共同開催した学術大会の一員として済州
道一帯の名勝を探訪した。また、2019 年 3 月には天然
記念物に指定された韓国の代表的な梅を探すための ‘探梅
紀行’ を試みた実績もある。そして 10 月には " 月の昇る

関係国際学術団体（連携協定・連携協力学協会）の紹介２
社団法人　韓国伝統造景学会

鈴木 誠 ( 東京農業大学名誉教授 ) 

　今回は、2013 年に連携協定を締結した「韓国伝統
造 景 学 会 」（Korean Institute of Traditional Landscape 
Architecture）、の活動の概要を、現学会長の盧載鉉先生
からの寄稿を基に紹介して、会員諸氏の今後の国際活動
の参考とさせていただきたい。

２．社団法人 韓国伝統造景学会
（社）韓国伝統造景学会長　盧載鉉

　（社）韓国伝統造景学会は韓国伝統造景観文化を調査
研究し、その思想と技法を保存・伝承し、現代庭園文化
を成立・発展させることで造景文化向上に寄与すること
を目的とし、1980 年 12 月 12 日に発足した。初期には‘韓
國庭苑學會’であったが2004年に現在の名称に変更された。
　現在、（社）韓国伝統造景学会の会長である又石大学
造景学科盧載鉉会長は “参加し疎通する楽しい学会” を
モットーとし、伝統造景の発掘、回復及び復元を通じて
庭苑コンテンツの拡張と活用のための事業に力を注いて
いる。実際に伝統造景学会は文化財保護法上の記念物（名
勝、史跡、天然記念物）を対象とした政策及び学術研究
をはじめ、宮苑及び古庭園分野の調査研究、復元の建議
及び施工に関する設計および監理などを主要業務として
いる。さらに、現代庭園文化の暢達と活用のための調査
研究、教育普及及び広報にも次々とその比重を高めてい
る。本会ではこのような事業目的を達成するために学会
誌と研究に関する図書の刊行、外国の関連学会および国
際機構との専門技術や情報の交換、その他この法人の目
的を達成するために必要な事業も推進している。
　伝統造景学会は 2019 年 9 月の時点で関連学問を専攻
したり、造景研究と実務に就いている人及び伝統造景観に
関心のある正会員が 1140 名に及ぶ。そして大学の関連学
科及び大学院修士課程などの準会員も21 名所属している。
加えて、30 あまりの関連企業が団体会員となっている。
　本学会は定期的に毎年春季と秋季の 2 回、定期総会と
臨時総会を学術大会と共に開催し、2 日の日程で学術調
査を持続的に推進している。特に今年の 5 月 4 日、春季
学術調査では約40人の会員が会長と本学会の会員でもある
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2019 平城宮跡

2019 海外中国西安
　近年約10 年間の伝統造景学会が主管して施行した主要事
業を見ると、「天然記念物植物の主治医の導入に向けた調査
研究」( 文化財庁、2010)、「伝統造景施設物の設計と施工の
研究」( 扶余郡文化財保存センター、2010)、「韓国伝統庭園
造成基準及び普及活性化方策研究」( 国土海洋部、2012)、「国
家指定文化財民俗村の外来植物の現況と管理策」( 文化財庁
国立文化財研究所、2012-2014)、「韓国の伝統庭園の活性
化に向けた標準モデルの開発及び支援方案研究」( 国土交通
部、2013)、「宮殿・御陵野花食材管理改善事業研究用役」( 文
化財庁、2014)、「庭園文化の拡大に向けた国家の庭園振興
策の研究」( 山林庁、2014)、「新羅王京の造園空間研究戦略
樹立に向けた基礎研究」( 文化財庁、2014)、「朝鮮王陵の
歴史文化景観林資源調査研究」( 文化財庁、2015-17)、「慶
州の東宮と月地伝統庭園の整備計画研究」( 慶尚北道文化財
研究院、2016)、「徳寿宮造園整備基本計画研究」( 文化財庁、
2016)、「宗廟植生分析及び伝統庭園管理策研究」( 文化財
庁、2016)、「名勝保存・管理策(指定区域基準作り)研究」( 文
化財庁、2016)、「韓国の伝統庭園の活性化対策基本計画樹
立に関する研究」( 全羅南道、2016)、「名勝指定区域の

名勝、月淵亭 " をテーマに慶尚南道密陽と咸安地域樓
亭視察旅行も行った。

適正性調査研究」( 文化財庁、2017)、「馬耳山保護区域
内の外来植物分布の現況及び管理策に関する研究」( 全
羅北道、2018)、「白雲洞園林学術シンポジウム、およ
び樹木と樹林帯調査研究」( 康津郡、2018-19)、などの
多くの公共業務を遂行して会員の専門性と経験を韓国
の伝統造景の保全と活用に生かしてきた。
　本学会ではこのような研究成果を反映して、現在 1 年に
5 回の「韓國傳統造景學會誌」という名称の学術誌を発刊
しており、12 月号は韓国語版と英文版が一緒に発行され
ている。 現在2019 年9月号まで通巻109 号を発刊したが、
これは韓国における造景、レクリエーションに関する研究
論文集の中では「造景学会誌」に続き、2 番目に高い誌齡
でもある。 本学術誌では、新しい伝統庭園の紹介、伝統
性の高い造景施設と造景空間の新しい照明と保存、伝統造
景と伝統文化の活気と活用方法の提示、そして海外の由緒
ある庭園の吟味などを主題とした研究が掲載されている。
特に、本学会学術誌は伝統庭園や伝統名勝、園林文化など
をテーマにした国内唯一の学術誌で、伝統園芸関連の論文
作成時に本誌が最も多く引用されたり (46.2%)、本誌に掲
載された論文が最も多く引用された (45.4%) と集計され
ることから、伝統造景分野に独歩的領域を持っている。
　また、文化隆盛基調による伝統庭園文化拡散の主役とし
て、「伝統庭園造成」に関する学術 DB の提供および伝統
造景理論の根拠を提示したり、海外の伝統庭園造成資料
を提供し、韓国伝統庭園の原型を究明するのに重要な役割
を果たしてきた。それだけでなく、前述したように学会主
管学術踏査の一般参加機会を拡大した点も自負できる部分
だ。特に、中国や日本など学会の定期海外踏査に対する一
般市民の参加機会の拡大や伝統庭園の認識を高めたという
点も自負できる。さらに、さまざまな出版事業も行ってい
るが、2002 年本学会で初刊された『韓国庭園文化史』と
いう本は伝統造景分野の一大力作であり、伝統造景の教本
にして大学の主な教材に活用されている。
　盧載鉉現会長は、「今は中国と日本はもちろん、西欧関
連学会との交流が持続的でない点は非常に残念な部分で、
今後の交流および疎通策の模索が必要だ」と指摘している。

（原文韓国語、日本語訳：李　赫宰）
連絡先：Tel 82-2-563-1887         Fax 82-2-563-1985 
Email  kitla@chol.com　  URL  http://www.kitla.or.kr
Korean Institute of Traditional Landscape Architecture
1303, 309, Gangnam-daero, Seocho-gu, Seoul, Republic of Korea

■



日本庭園学会広報委員会

〒 606-8271 京都市左京区北白川瓜生山 2-1

 京都芸術大学日本庭園研究センター気付　

 日本庭園学会関西支部事務局　FAX(075)791-9342

【会費納入のお願い】

　学会費の納入額をご確認のうえ、 納入のほどよろしくお願

いします。 また、 過年度滞納の方は併せて納入のほどよろ

しくお願いします。

■

協力者　：　森本純代・中野理香　( 植彌加藤造園株式会社 )
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■

今江秀史、 加藤友規


